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Pepper で認知症患者とのコミュニケーションを学ぶ
声かけ訓練システムの開発

背景 Background 目的 Purpose

・行方不明になる認知症患者は年間 1万人に上る。

・認知症によるひとり歩きに対して、
適切な対応をできる人は少ない。

・現状の声かけ訓練は実施している地域が少ない
ため多くの人に体験してもらうことができない。
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概要 Overview

Overview of Systemシステムの概要

私たちが考える
声かけ訓練の様子

Developing the Training System to Learn Communication with Dementia Patients by Pepper

・声かけをする際のポイントを理解することができる。
   加えて、コミュニケーション方法を学ぶことができる。

・保護するまでの流れをシミュレーションすることで実際に遭遇したときに
   役立てることができる。

・声のかけ方、話しかけているときの目線や顔の表情を確認することができる。

・京都府立医科大学成本迅医師の監修のもと開発した。

ロボと学ぶ 声かけーしょん Koekacation to Learn with Robot

訓練の流れ Training Process

・ 訓練を行ってない地域でも訓練が
できるようにして、より多くの人に
   訓練に参加してもらう。

・Pepper に興味を持ってもらうことで
   多くの人に訓練に参加してもらう。
・Pepper をショッピングモールなどに
   置いて気軽に訓練に参加してもらう。

声かけ訓練とは
認知症患者がひとり歩きで行方不明になったという
設定のもと訓練者はひとり歩きしている認知症患者役に
声をかける体験をする訓練である。
自治会・老人会・PTA など地域の集まりで行われている。

従来の声かけ訓練の様子
（北海道函館市）

事前説明

・困った様子の高齢者の特徴、訓練する
   状況、声かけのポイントの説明をする。
　　→ひとり歩きしている高齢者に
　　　遭遇した場面をイメージしながら
　　　訓練を行うことができる。

・説明をもう一度再生する。
　　→理解できるまで何度でも
　　　説明を聞き直すことができる。

レビュー

・目的が達成できたかどうかの
・レビューを表示する。
　　→良かった点と悪かった点を
　　　学べる。

・訓練中に撮影した写真を
   音声付きで再生する。
　　→自分の訓練姿を確認できる。

訓練

・声かけのきっかけとなるヒントの
   表示をする。
　　→万が一、戸惑ってしまっても
　　　どのように声をかけるべきか
　　　促してもらえる。

・訓練終了ボタンの表示をする。
　　→保護できたと確信できるまで
　　　会話を続けることができる。
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活動内容 Activity

・前期は開発の要件定義がうまくいかず、予定通りに開発を
行うことができなかった。 
　　→開発を行う前に要件定義を再度確認、訂正したことで
　　スムーズに開発を行うことができた。

・進捗管理をきちんと行えていなかったため、
メンバー間でタスクの量に偏りが生じた。
　　→役割を適切に決めることやタスク管理ツールを
　　　用いることで進捗を確認することの重要性を学んだ。

5月 6月 10 月9月8月7月 11 月 12 月

技術習得・第一開発 第二開発

5/25 Skype ミーティング 7/8 中間発表会 11/12 アカデミックリンク 11/16 市役所ミーティング

第三開発　目標：Pepper の声かけ訓練システムの機能向上をする

第二開発　目標：Pepper のみで声かけ訓練を行えるようにする

Learning学び Future Prospects今後の展望

第一開発　目標：Pepper を声かけ訓練のひとり歩き役にする

・市役所などの公共の場でこのシステムを使ってもらう。
　　→様々な場所で声かけ訓練を体験できるようにする。

・複数の声かけ訓練シナリオの実装を行う。 
　　→認知症患者の様々な状況の対応方法を学ぶための
　　　訓練シナリオを開発する。

・感情認識の機能を実装する。
　　→高圧的な声かけをした場合にレビューを表示
　　　できるようにする。

京都府立医科大学の成本迅医師と
Skype ミーティングを行い Pepper を
声かけ訓練のひとり歩き役に
するシステムの開発が決まった。

要件定義 評価

中間発表会にて「Pepper の反応の
限界か、認知症患者の反応なのかが
分からない。」などの評価を頂いた。

設計・開発

成本医師から頂いた声かけ訓練の
手順書を参考に、Pepper を声かけ
訓練のひとり歩き役にする際の
シナリオを作成した。

評価

アカデミックリンクにて実際に体験
した方から「会話が一方的で、訓練
としてはまだ不十分。」などの評価を
頂いた。

函館市保健福祉部高齢福祉課の方々と
行ったミーティングと、第二開発の評価
を合わせ、実際の声かけ訓練と比べて
不足している部分を明確にした。

要件定義

要件定義

第一開発の評価をもとに、健常者役の
Pepper を見せるため、第一開発では
人が行っていた事前説明の機能開発と
現在の機能の向上を行うことが決まった。

設計・開発

事前説明機能の作成、会話の質の向上、
振り返り機能の作成を行った。

設計・開発

会話パターンの増加、声のかけ方の
ヒント機能の追加、事前説明の修正
を行った。

評価予定

成本医師からこのシステムについての
レビューを頂き、返答のパターンや
今後の開発方針についてのアドバイス
を頂く。

1月

第三開発


